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要約：  

本研究では、アクティブラーニングの教材として「均等整列」を用いることにより、「思考力お

よび判断力の育成」という視点から行動および意識の変容を明らかにすることを目的とした。エ

ピソードを分析した結果、日常保育において活動として扱われていない「整列」に“左右均等の

人数で”という簡単な条件を加え、時間をかけて子ども達だけで取り組むことにより、子どもが

見通しをもって主体的に行動をすることが示され、「思考力及び判断力の育成」という視点から見

た行動及び意識の変容が明らかになった。 
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１． は じ めに  

 

本 研 究 の 目 的 は 、 保 育 現 場 に お い て 日 常 的 に 行 わ れ て い る 活 動 を 教 材 に、

幼 児 が 問題 解 決 に 向 け て 試行 錯 誤 を 重 ね る こと に よ る 、 「思 考 力 お よ び 判 断

力の育成」という視点から見た 行動および意識の変容を明らかにする ことで

ある。  

近年、手順は知っていても体験したことがないなど、保育現場での実感と

して、情報による子ども達の知識量 が増加している一方で、体験による知識

量は減少しているように感じられる 。文部科学省 ( 20 1 7 )は、初等中等教育分

科会 (第 1 00 回 )配付資料「新しい学習指導要領等 が目指す姿」の中で次のよ

うに述べている。  

 

「 学 び を 通 じ た 子 供たちの真 の理解 、深い理 解を促す ためには 、主題に

対する興味を喚起して学習への動機付けを行い、目の前の問題に対して

は、これまでに獲得した知識や技能だけでは必ずしも十分ではないとい

う問題意識を生じさせ、必要となる知識や技能を獲得し、さらに試行錯

誤しながら問題の解決に向けた学習活動を行い、その上で自らの学習活

動を振り返って次の学びにつなげるという、深い学習のプロセスが重要

である。また、その過程で、対話を通じて他者の考え方を吟味し取り込

み、自分の考え方の適用範囲を広げることを通じて、人間性を豊かなも

のへと育むことが極 めて重要である。」  

 

松本（ 2 0 1 8）は 、「〈深 い 理解 〉は 、暗 記を 主 と する こ れ まで の 教 育方 法 か ら

アク テ ィ ブラ ー ニ ング へ の 変革 を 象 徴し て お り 、 理 解 にお け る 多元 ・ 重 奏性 の

深化 を 追 求す る こ とで あ る。」 と して いる 。  

成 長し 自 立 する 上 で 不可 欠 な 、様 々 な 体験 の 機 会が 失 わ れて い る 現代 の 子 ど

もに は 、「 か くれ ん ぼ」や「 し っ ぽ取 り 」な ど のよ う に 名前 の付 い た 遊び だ け で

はな く 、 遊び に 至 るま で の やり と り を含 め た 体験 が 必 要で あ る 。 そ の た めに は

「 2 チ ー ムに 分 か れ、、、」や 「 先 攻チ ーム が 、、、」 な どの よう に 、 遊び 方 を 紹介

する 文 献 で 【 進 め 方】 や 【 準備 】 と して 扱 わ れず 、 大 人が 当 然 のこ と と して 進

行し て し まい が ち な手 順 に も時 間 を かけ 、 子 ども 主 体 で 進 め る ため の 工 夫が 必

要で あ る 。  

一 例と し て 、こ れ ま でに 保 育 現場 で 何 度と な く 行っ て き た「 チ ー ム対 抗 鬼 ご

っこ 」 の 様子 を 以 下に 示 し た 。  

青チームと黄色チームに分かれている子ども達に「どっちのチームから

先に追いかける？」と問いかけると、「青！」「黄色！」と何人もの子ども

が教師に向けて意思表示をした。  

「 先 生 は 何 も 決 め な い か ら 、 自 分 た ち で 決 め て く だ さ い 」 と 対 応 す る と 、

“話 し 合 いの 様 な 活動 ”が数 ヵ 所 で 始ま っ た。年 度 が 変わ っ た 直後 の 活 動で

は、 順 番 が決 ま る まで に 1 0 分 ほど 要 した こ と があ っ た 。  
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子どもの思考力や判断力を 育てるためには、このような、大人からすると

無駄に思えるようなやりとり や“いざこざ”など、遊びに内在するイレギュ

ラーなトラブル により、発展的に衝突しあい、受け入れるなどの経験を積み

重ねる時間も重要であろう。  

保育現場において実施される「体育」などの活動の中で、それらの状況を

意図的に創出し、子ども達自身が問題に気付き、協働して課題解決に取り組

み得る方法として、アクティブラーニングが有効である と考えられる 。    

本研究では、幼児が大人の助けなしに 解決可能な難易度の 教材として、「特

別な技術を必要としない こと」、「過去の経験により活動をイメージできると

推察されること」の 2 点の理由から「整列」に着目した。保育者が日常的に

行っている“並ばせる”という 行動を、幼児の「自分でやりたい」という自

立への欲求及び多くの年長児にとっての関心事である「数」により 動機づけ

を図った。  

 

２． 研 究 方法  

２－１．対象          

東京都内の幼稚園型幼児教育施設に在籍する年長 児 7 名（男 2 名、女 5

名）、年中児 5 名（男 4 名、女 1 名）の合計 1 2 名。  

２－２．実施時期    

実 施 日： 1 回目： 20 1X 年 4 月 8 日、 2 回目： 20 1X 年 4 月 1 5 日  

実施時間：午前 1 0 時 5 0 分～ 11 時 3 5 分     

本活動は、週に 1 回実施している「専科『体育』」（※以下「体育」と表記）

の時間に担当教師により実施した 注 １ ）。     

２－２．記録及び分析方法  

デジタルカメラ を固定し、活動中の音声及び動画を記録し た。活動終了後

にパーソナルコンピュータにより 再生した動画の音声を書き起こし、動画と

ともに分析資料とした 。  

２－３．実施場所    

施設内「ホール」  

２－４．教材について     

本研究では、「思考力及び判断力の育成 」を目的とした教材として、「均等整

列」（図 - 1）を実施することとした 。  

 

「 均 等 整 列 」 の 実 施 方 法  

年中児～年長児を対象とした「体育」の時間の冒頭に、“ご挨拶をするため

の整列”という位置づけで行った 注 ２ ）。  

①対象となる子ども達が思い思いに遊んでいる「ホール」の中央付近に教師

が座り「ご挨拶ができるように並んでください。」 と呼びかける。  

②子ども達が教師の前に横隊で整列した のを確認した後、教師の正面に位置

する子どもに挙手を促し、全ての子どもに向けて、その子どもの左右の人
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数を確認するよう促す。  

③左右の人数について、子ども達全員の総意であることを確認した後、教師

の正面に位置する 子どもの左右の人数を同じにするよう 促す。  

 

３． 事 例 と考 察  

1 回目   

①  教 師：「ご 挨 拶 がで き る よう に 並 んで く だ さい 。」 と 全員 に 対 して 言 葉 がけ

をし た 。  

子ど も：最 初 の １ 、２ 人 は教 師 の 正 面に 座 る が、そ の 後は 思 い 思い に 左 右に

分か れ て 座 っ た 。  

➡考 察：年 少 々 ク ラス と 年 少ク ラ ス の「 体 育 」に お い ては 、同 様の 声 が け に

対し て 、教 師 が促 すこ と な く 、隣と の間 隔 を 詰め 、膝 の先 端 を 揃え

て整 列 す るこ と は 困難 で あ る 。す な わ ち年 中 児 と 年 長 児 にお い て は、

何度 と な く繰 り 返 して き た「 ご 挨拶 がで き る よう に 並 ぶ 」とい う 課

題に つ い ては 、こ れ まで に 獲 得し た 知 識や 技 能 によ り 解 決し て い る

と推 察 さ れる 。  

②  教 師：「 先生 の 、まっ す ぐ 前に い る のは K ち ゃ ん です 。（ ※教 師 が 左手 を 挙

げな が ら ） K ちゃ ん、右 手 を挙 げ て くだ さ い。」「 K ち ゃん の 右 側に

は何 人 い ます か ？ 」  

子ど も ： K ち ゃ ん （年 長 女 児） は 手 をお ろ し 、 膝 立 ち にな っ て 指さ し な がら

人数 を 数 え始 め た （図 - 1）。  

列の 左 側 に座 っ て いた E ち ゃ ん（ 年 長女 児 ）は 座 っ たま ま前 方 に

身を 乗 り 出し 、 右 側の 列 を 見渡 し て 「 7 人 」 と 言っ た 。  

列の 右 側 に座 っ て いた Y 君（ 年 長 男 児）と A 君（年 中 男児 ）は 立

ち上 が り 、 端 か ら 順に 指 さ しな が ら 人数 を 数 え 始 め た 。  

それ を 見た D 君（ 年長 男 児 ）は 満面 の 笑顔 で 立 ち上 が り 、同じ よ

うに 指 さ しな が ら 人数 を 数 える よ う なし ぐ さ をし た が 、指の 動 き は

対象 と な る子 ど も の 位 置 と は無 関 係 だっ た 。  

図 - 1  整 列 の 様 子  
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Y 君は 数 え 終わ る と「 6 人 」 と言 っ た 。そ れ を 聞い た A 君は 「 7

人だ よ 。 Y 君、 自 分 も数 え た ？ 自 分 も 数え る ん だよ 。」と 言っ た 。  

➡考 察 ： D 君 の 様 子か ら 、 興味 の 本 質は 数 え るこ と で はな く 、 数え て い る姿

にあ る も のと 考 え られ る 。 A 君 は こ の 時期 、数 字 に興 味 を持 ち 始 め

てお り 、 様々 な 対 象の 数 え 方に 関 心 を寄 せ て いた 。  

「自 ら の 持つ ス キ ルを 駆 使 して 問 題 を解 決 す る」と いう 興味 に 動

機づ け ら れた 行 動 が 、そ の 行 動に 準 じた 行 動 を 動 機 付 け 、そ の 結 果

生じ た「 自 分 も 数え るん だ よ。」の よ う な対 話 が、他 者 の考 え方 を 新

たな 知 識 とし て 取 り込 む こ とに 繋 が るも の と 考え ら れ る。  

③  教 師：「 7 人 か 6 人か ど っ ちだ ろ う ？」  

子ど も：基 準 とな って い る K ち ゃん よりも左側に座っていた H ちゃん（年

長女児）と T ちゃん（年長女児）が立ち上がり、 H ちゃんが「 D

君座って。A 君座って。Y 君も座って。」と、立ってい る子どもに

一人ひとり声を掛けた 。T ちゃんは移動しながら 1 人ひとり指さ

し確認をしながら 人数を数えた。D 君は少ししょげた表情で座 り、

A 君は怪訝 な 表 情 で座 っ た 。他 方 、 Y 君 は 「僕 だ っ て 数え て る ！」

と言 い な がら 座 る こと を 拒 んで 数 え 続け た 。  

T ちゃ ん は数 え 終 わ ると 、「 7 人 と 」小 声で 言 い 、元 の 位 置 に座 っ

た 。 H ち ゃ ん が 座 っ て い る 子 ど も の 頭 を 触 り な が ら 「 １ ， ２ ， ３ ，

４，」 と数 え る と、 頭に 触 れ られ た A 君が 「 や めて ！ 」 と言 っ た 。

そ れ に 対 し て H ち ゃ ん は 何 の 反 応 を す る こ と も な く 最 後 ま で 数 え

て、「 7 人 ！」 と 言 って 元 の 位置 に 座 った 。 Y 君 も それ に続 い て 「 7

人！ 」 と 言っ て 座 った 。  

➡考 察 ： 最初 は 「 6 人」 と 言 って い た Y 君 が 、 A 君 の言 葉 を 理 解 し て受 け 入

れた 。断 定 す るこ と は で き な いが 、「 7 人 」と答 え た こと か ら 、当初

の数 え 方 が間 違 っ てい て 、直す 必 要 が ある と い うこ と に 気付 い た と

推察 す る こと が で きる 。  

④教 師：（ ※ 教 師が 右手 を 挙 げな が ら ）K ち ゃ ん、左 手 を挙 げて く だ さい 。」「 K

ちゃ ん の 左側 に は 何人 い ま すか ？ 」  

子ど も： K ち ゃ んが 膝立 ち に なり 列 の 左側 を 見 て「 4 人 」と言 っ た 。続い て 数

人の 子 ど もが 「 4 人 ！」 と 言 った 。  

⑤教 師：「 先生 の ま っす ぐ 前が K ちゃ んで 、K ち ゃん の 右 側が 7 人 で 、K ち ゃ

んの 左 側が 4 人 で す。な んだ か 凸 凹し てな い ？ 同じ 方 が カッ コ 良 く

ない ？  じゃ あ 、K ちゃ ん の 右側 に い る人 と 左 側に い る 人の 数 を 同

じに し て みよ う 。」  

子ど も ： S ち ゃ ん （ 5 歳 女 児） は 、 隣に 座っ て い た D 君 に 「 D 君

が向 こ う に行 け ば 大丈 夫 だ よ」 と 言 った 。  

E ちゃ ん、 H ち ゃ ん 、 T ち ゃん の 5 歳女 児 3 人 が 一斉 に 立 ち上 が

った 。 E ち ゃ ん は立 ち上 が り なが ら 両 手の 指 を 数え て い た。 H ち ゃ

んが「 誰 か １ 人こ っ ちに 来 て ！ 」と言 っ たの に 対 し 、E ち ゃ んが「 3

252



秋草学園短期大学 紀要 37 号（2020） 

 

人く ら い の方 が 良 いん じ ゃ ない の ？ 」と言 っ た 。H ち ゃ んは 列 の 右

端ま で 走 り、 列 の 左端 を 指 さし た 。 T ちゃ ん は 右端 に 座 って い た R

君（ ４ 歳男 児 ）の 手を 取 っ て、列 の 左端 ま で 誘導 し た 。そ れ を見 た

D 君 と N 君（ ４ 歳 男児 ）は嬉 し そ うな 表情 で 立 ち上 が り、走っ て 左

端に 座 っ た 。右端 にな っ た S ち ゃん が「 4 人に な っ ちゃ った 」と 言

うと 、 E ち ゃ ん と T ち ゃ んが 、 そ れ ぞ れ D 君 と N 君 の 手を 取 り 、

列の 右 側 に連 れ 戻 した 。  

T ち ゃ んが 右 側 の 人数 に 続 き左 側 の 人数 を 数 え、「 こっ ち は 5 人

だか ら 、 1 人こ っ ち に来 て 」 と言 っ た とこ ろ 、 S ち ゃ ん が「 そ し た

らこ っ ちが 5 人 に なっ ち ゃ うよ 」 と 言っ た 。  

H ち ゃん が「 どう した ら い いん だ ろ う ・・・」と言 っ た とこ ろ で

教師 が 介 入し た 。  

➡考 察 ： E ち ゃ ん は 7 人と 4 人 とい うこ と か ら、 単 純 に引 き 算 をし た も のと

考え ら れ る 。S ち ゃ ん 、H ち ゃん 、T ち ゃん は「 1 人 」と 判 断し た こ

とか ら 、あ る 程 度頭 の中 で イ メー ジ が でき る の では な い かと 考 え ら

れる 。年 長 児 は 、年中 時 の「 体 育 」の活 動 の 中で 何 度 とな く そ の動

きを 見 て いる た め では な い かと 推 察 され る 。  

⑥教 師 ：「（列 の 左 端を 指 さ しな が ら ）今 は 左 側が 1 人 少な い よ ね？ じ ゃ あ、

（列 の 右 端か ら 左 端 に 指 先 の向 き を 変え な が ら）右 から 左に 1 人 動

いた ら ど うな る か な？ 」  

子ど も ： 数人 が 「 右が 少 な くな っ ち ゃう 。」  

教師：「 そ うだ よ ね 。そ う した ら、（同 様に 指 先 の向 き を 変え な が ら）左か ら

右に 動 い たら ど う ？」  

子ど も ：「 右 が 少な くな っ ち ゃう 。」  

⑦教 師：「 そう だ よ ね 。1 人違 い の 時に はど ち ら かが 少 な くな っ て しま う か ら、

1 人違 い は O K で す 。」  

⑧教 師：「 並ぶ の に 時間 が 掛 かっ ち ゃ うと 遊 ぶ 時間 が 少 なく な っ ちゃ う か ら、

みん な で 早く 並 べ るよ う に した ら 良 いね 。」  

 

「ご 挨 拶 がで き る よう に 並 んで く だ さい 。」か ら挨 拶 ま で に 8 分 2 4 秒 を要 した 。 

 

2 回目   

教 師 が 座 る 素 振 り を 見 せ る と 、 声 を 掛 け る 前 に 教 師 の 動 き を 追 い な が ら、

座る位置を確認して正面に座ろうとした。  

①教 師 ：「 ご 挨 拶が でき る よ うに 並 ん でく だ さ い。」  

子ど も：教 師 の 正面 に座 ろ うと K ちゃ ん（ 年 長女 児 ）と Y 君（ 年 長男 児 ）の

2 人 が走 っ て 来て 押 し合 い な がら 座 っ た 。 H ちゃ ん （ 年 長女 児 ） は

走ら な か った が 、座 った 瞬 間 に自 分 が 正面 に 近 いこ と に 気付 い た 様

子で 、 更 に教 師 の 正面 に 近 寄る 方 向 に詰 め た 。  
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この 時 点で 8 人 の 子ど も が 座っ て お り 、左 端 に 座っ て い た S ちゃ

ん（年 長 女 児）は 覗 き込 む よ うに 身 を 乗り 出 し て 列 を 見 てい た が（ 図

- 2）、 自 分の 隣 に 2 人の 子 ど もが 座 る と 立 ち 上 がり 、 お そら く 基 準

に な る で あ ろ う 子 ど も の 左 側 と 右 側 の 人 数 を そ れ ぞ れ 指 さ し な が

ら数 え 、右 端 に 移 動し て 座 った 。更 に、支 度に 手 間 取 り、遅 れて 列

の右 端 に 加わ ろ う とし た 2 人の 年 中 男児 に 対 し、左 端 に 行く よ う 促

した 。  

➡考 察 ： S ち ゃ ん の予 め 基 準に な り そう な 子 ども を 予 測し た 行 動は 、 見 通し

を持 っ た 行動 と 言 えよ う 。他 方 、正 面 に座 ろ う と す る 動 機は 定 か で

はな い が 、相 手 の 動 きを 予 測 して 行 動 する と い う意 味 合 いに お い て 、

見通 し を もっ た 行 動に 通 ず るも の と 言っ て 良 いだ ろ う 。  

S ち ゃ んが 後 か ら来 た 年 中 児 を振 り 分 けた 行 動 に関 し て は、前 年

度の 室 内 での「 体 育」の 際に 、年長 男 児が 大 き な声 で 指 示を し て い

たの を 記 憶し て い たの で は ない か と 推察 さ れ る。  

②教 師 ：「 先 生 の、 まっ す ぐ 前に い る の は K ち ゃ んで す 。（ ※ 教師 が 左 手を 挙

げな が ら ） K ちゃ ん、右 手 を挙 げ て くだ さ い。」「 K ち ゃん の 右 側に

は何 人 い ます か ？ 」  

子ど も：  S ち ゃ ん が小 声 で「 6 人 」と 答え る の と同 時 に 、 H ち ゃ ん（ 年 長 女

児 ）は勢 い よ く立 ち 上が り 、頭 を 触り な がら 、E ち ゃん（ 年 長女 児 ）

は座 っ た まま 体 を 前に 倒 し て指 さ し なが ら 、それ ぞ れ 人 数を 数 え た。

他の 子 ど も達 も 年 中児 の 2 人の 男 児 以外 は 膝 立ち を し たり 、覗 き込

んだ り し なが ら 人 数を 数 え てい た 。  

E ちゃ ん は 数 え 終 わる と 「 6 人 」と 答 え、 H ちゃ ん は 「 右側 が 6

人で 、 左 側が 5 人 」と 答 え た。  

➡考 察：人 数を 数 え るこ と も 、次に 必 要 とな る こ との 見 通 しを 立 て るこ と も、

子ど も た ちに と っ て 、その こ と 自体 が興 味 の 主体 で あ り 、行動 の 動

機づ け と なっ て い ると 考 え られ る 。  

③教 師：「 H ち ゃ ん が左 側 も 数え て く れま し た 。右 側が 6 人で 、左 側が 5 人 で

図 - 2  人 数 を 確 か め る 年 長 女 児  
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いい か な ？」  

子ど も ： 一斉 に 「 いい ～ 。」  

Y 君「 6 人 と 5 人は ど っち に 行 って も 少 なく な っ ちゃ う か らい い 。」 

④教 師：「 そ う だよ ね 。一 人 違 いは O K です 。 R 君と N 君 が座 ろ う とし た と き

に、 S ち ゃ んが『 R 君と N 君は 向 こ う に座 っ て』っ て 教 えて あ げ た

ん だ よ 。」「 今 日 は 早 く 並 べ た か ら 時 間 が い っ ぱ い あ る ね 。」「 で は 、

ご挨 拶 し ます 。」  

 

「ご 挨 拶 がで き る よう に 並 んで く だ さい 。」 か ら 挨 拶ま でに 5 5 秒 を 要し た 。  

 

４． 総 合 考察  

1 回目と 2 回目の顕著な違いは、挨拶をするまでの所要時間である。 1 回

目は挨拶するまでに約 8 分半かかったのに対し、 2 回目に要した時間は約 1

分だった。これは、教師が声を掛ける前に集まり始めたことや、左側の人数

を数え終えた事、更には後から来た子どもを予めバランスよく左右に振り分

けたことが要因である。これらの行動の動機付けは、正面に座りたいことや、

たくさん遊びたい気持ちなどが考えられるが、いずれにしても 1 回目には見

られなかった「見通しをもった行動」が見られた。保育士の指示通りに 整列

をする場面では、並ぶことは当然であり、行動の結果が感情に変化をもたら

すことは少ないと考えられる。一方、今回の「均等整列」においては、自分

の考えや行動が 結果に影響するため、思い通りの結果 が得られた時の満足感

や、思うようにできなかった時の不本意な気持ち が主体的な行動、すなわち

「見通しをもった行動」 を促したと考えられる。  

年少時に経験をした 、教師の前に横一列に並ぶだけの一般的な「整列」に

はない“場所を移動する”という行動を目にした 2 人の年中児が、 1 回目に

は楽しそうな表情で移動をしたが、 2 回目には通常の整列同様に大人しく座

っていた。その状況から「遊びではない」と判断したものと考えられる。  

引き算をすることができる S ちゃんや、正確に数を数えることができる Y

君が数を間違えたが、その後、自らの体験をもって 理解に至った。様々な情

報や教えられ て得た知識と、経験から学んだ知識 を融合することが 、真の理

解や深い理解 に繋がると考えられる。  

本研究における 2 回の観察を通して、年中児による問題の解決に向けられ

た積極的な言動は A 君が人数を数えて「自分も数えるんだよ」と言ったこと

以外には見られなかった。今回、教材として用いた「均等整列」は、過去 2 0

年余りの間、室内で「体育」を行う際に、言葉掛けも含め全く同じ方法で行

ってきた教材である。例年、年中児は日常保育中においてリーダーシップを

とるタイプの子どもが人数を数えることはあるが、それ以上のイニシアティ

ブ を と るこ と は な い 。 特 に男 児 は 数 え る 動 きを 真 似 て い る だ けで あ っ た り、

自 身 の 意 見 を ぶ つ け 合 っ て い る 年 長 児 に 交 じ っ て 似 た よ う な 内 容 の 発 言 を

していたり、その勢いでふざけ出したりすることが多い。日常保育中におい
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て周囲の多くの子どもに届くような声で発言することが少ない、比較的大人

しい子どもが立ち上がって数を数えたり、考えを表明する姿を目にしたこと

はない。  

2 回目の活動において、自ら移動し、年中児を促すことにより左右の人数

を調整した S ちゃんは、年中時には一見してわかるような動作で人数を数え

たり、声を出して考えを伝えたことはない。今回の研究において、 1 回目に

「 D 君が向こうに行けば大丈夫だよ」と発言していることから、解決方法を

イメージできてい たと考えられるが 、唯一その言葉を 聞いた D 君が動 かな

かったため、結果として何も起こらなかった。 2 回目も全体に対して呼びか

けることはなかったが、他人に言うのではなく自らが動くことにより状況を

変化させた。  

「体育」という主活動に対して、活 動として扱われることのない「はじめ

の挨拶」を行うための“過程”とも言える「整列」は、ともすると子ども達

に主活動の時間を確保するために、保育者が考えて工夫をする時間になって

いる。しかしながら、事例からもわかる通り、子ども達自身 による時間をか

け た 問 題解 決 へ の 取 り 組 みが 、「 思 考 力 及 び 判断 力 の 育 成 」 と いう 視 点 か ら

見た行動及び意識の変容を促していることは 明らかである。  

 

注  

注１ ）当 該 園 の保 育時 間 は 午前 9 時 2 0 分か ら 午後 2 時 ま でで あ り、「 専 科『 体

育』」は 、毎 週月 曜 日に 実 施 して い る 。晴 天 時は 2 歳 半 ～年 長 児 が合 同 で 近

隣の 公 園（自 由 広 場：約 2 , 5 0 0 ㎡ ）に徒 歩で 移 動 し、リ レー や鬼 ご っ こな ど 、

比較 的 運 動強 度 の 高い 運 動 遊び を 行 って い る 。  

雨天 時 は 午前 に 年 中・ 年 長 グル ー プ 、午 後 に 年少 々 （ 2 歳 半 以上 ）・ 年 少

グル ー プ を対 象 に 施設 内 の「 ホ ー ル」にお い て、鉄 棒、マ ット 、跳び 箱 、平

均台 、ボー ル な どを 用い て 、巧 緻 性、柔 軟性 、平衡 性、協 応 性の 発 達 を意 識

した 活 動各 4 5 分 間 ずつ 行 な って い る 。  

担当 教 師 は「体 育 」の時 間 以 外は 日 常 の保 育 活 動を し て いる 園 児 とフ リ ー

の 立 場 で 接 し て い る た め 、 活 動 時 に 園 児 が 過 度 な 緊 張 感 や 高 揚 感 を 持 つ こ

とは な い 。ま た 、担 当教 師 は 全て の 子 ども に つ いて 、日 常 にお け る 様子 や 性

格、 運 動 能力 を 把 握し て い る。  

注２ ）ほ と ん どの 子 ども が 2 歳半 か ら「 体育 」に 参 加 して お り、「 ご 挨 拶が で き

るよ う に 並ん で く ださ い 。」の 言 葉が けに よ り 、教師 か ら概 ね １ m 離 れて 横

隊で 整 列 する こ と がで き る 。その 時 に 背中 が 伸 びて い な かっ た り 、前を 向 い

てい な か った り す ると 、「 は じめ の ご 挨拶 」がで き ず、「 体育 」が始 ま らな い

こと を 認 識し て い る 。ま た 、年中 児 と 年長 児 は その こ と によ り 遊 ぶ時 間 が 少

なく な る こと も 認 識し て い る。  
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